
センター的機能の可能性～実践研究の深化、そして発信④　 

　支援部の取り組みを紹介します。平成１５年度、学級担任等の教
育部からは独立させて校内支援にあたっていた「自立活動部」所属
の教員３名によって、地域のセンター的機能を担う取り組みとして
新たに「支援部」を立ち上げました。この１６年間、文京区を中心
とする育児・保育・教育を担う諸学校や関係機関のニーズに応じた
コンサルテーションを行なってきました。現在は、地域の園や学校
への支援に加え、社会が求めるニーズを共有することで支援部が蓄
積してきたノウハウや教材、知見を発信する可能性について考え、
新たな地域・社会貢献の方法を模索しています。

　文科省から委託を受けた遠隔支援によるコンサルテーションは、
諸外国の日本人学校を支援するためのマンパワーの制約を解消し、
支援部に蓄積された知見の共有に有効な取り組みと言えます（事業
の詳細は学校だより11月号参照）。現在、国立特別支援教育総合研
究所と共同でベトナムハノイ日本人学校、中国北京日本人学校への
支援を行なっており、１月１５日から３泊４日の日程で支援部２名
の教員が北京日本人学校を現地視察しました。中国では情報の収集
に制約があるため、スカイプによるコンサルテーションへの期待が
高いようでした。次年度はハノイの視察を予定しています。

　中国企業と連携した受託事業（詳細は学校だより11月号参照）で
は、本校で開発された教育方法や教材教具を発信する機会を得まし
た。１２月２７日には、湖南省特殊教育学会と湖南省岳陽市教育体
育局共催による「教材教具の作成と活用に関する教員研修会」が行
われ、湖南省にある特別支援学校７５校から計２５０名程度の教育
関係者に向けて支援部教員が講義とワークショップを行いました。
　
　今回の研修会では、中国の特別支援教育の教育実践に資する機会
として、高く評価されたようでした。中国企業は教材教具の商品化
を目指しており、国内外の産学連携が期待されています。本校が蓄
積したノウハウを学校現場のみならず民間企業と共有することによっ
て、支援対象が地域から社会全体へと広がったことは大きな成果と
なっています。今後は、さらに知的障害教育の専門性向上を図りつ
つ、地域と社会のニーズに応えるセンター的機能の役割について検
討し、その可能性を示していきたいと考えます。
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　　　附属大塚 学校だより 

本校は、世界最高水準の知的障害教育を目指します。

北京日本人学校の視察

湖南省での教員研修会

好評だったワークショップの様子



2月の予定　 
　３日（月）合同朝会　卒業式歌唱練習①
　４日（火）ALT英会話（中）
　　　　　　「ライフキャリア学習」（高）　　　　　
　　　　　　１班：警視庁第５方面本部（出張えがおカフェ）
　６日（木）生徒会選挙立会演説会・投開票（高）　　　　　
　　　　　　　文京区選挙管理委員会他協力
１０日（月）合同朝会　卒業式歌唱練習①
　　　　　　発育測定スマイル（高）
　　　　　　PTA放課後カフェ
１２日（水）発育測定スマイル（中）
　　　　　　にこにこ広場⑬教育相談（幼）
１３日（木）11:15下校（幼小）11:30下校（中高）
　　　　　　発育測定（幼小）
　　　　　　介護等体験①（筑波P-①）　　
１４日（金）研究協議会（給食なし）
　　　　　　　下校時刻は各部で確認してください。　
　　　　　　介護等体験②（筑波P-②）
１７日（月）合同朝会　卒業式呼びかけ練習①
１８日（火）修学旅行（高）～２１日（金）　　　　
　　　　　　　 熊本・長崎方面（熊大附属特別支援交流会）

　　　　　  個人面談（幼①中①高1.3①）
１９日（水）附属小交流会（小）　　　　　
　　　　　　　 橋本オリパラ大臣視察

　　　　　　個人面談（幼②中②高1.3②）
２０日（木）個人面談（幼③中③高1.3③）
２１日（金）校外学習（中）ボウリング
　　　　　　個人面談（幼④小①高1.3④）
２３日（日）天皇誕生日
２４日（月）振替休日
２５日（火）合同朝会　
　　　　　　卒業式呼びかけ練習②証書授与練習①
　　　　　　「文の京ハートフル工房」参加（中）　　
　　　　　　　  午前：作業製品の頒布

　　　　　　個人面談（小②中④高2①）
２６日（水）にこにこ広場⑭教育相談（幼）
　　　　　　介護等体験（幼）
　　　　　　個人面談（小③高2②）
２７日（木）ミニ避難訓練（地震）
　　　　　    個人面談（小④高2③）
２８日（金）お別れ会（幼）
　　　　　　校外学習（小1.2年,高1.3）
　　　　　　介護等体験（幼）
　　　　　　個人面談（高2④）
🔸 個人面談日の下校時刻は各部で確認してください。　
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橋本オリパラ担当大臣が本校を視察！ 
　～共生社会の実現に向けて⑧～　 
　「インクルーシブ教育システム」を推進し、
これまで多くの「交流及び共同学習」の実践を
展開してきた本校に、橋本聖子東京オリパラ担
当大臣が来校します。

　今回は２月１９日（水）に行われる小学部と
附属小との交流会の様子をご覧になります。交
流会は、附属駒場高校の生徒が制作した「ミラ
イの体育館」プロジェクトによるコンテンツを
活用します。小学部の児童にとっては2回目の活
動となりますが、空組を中心に附属小の児童を
リードして欲しいですね。大臣の滞在は短い時
間ですが、筑波大学附属学校群のインクルーシ
ブ教育を先導する本校の実践をしっかりアピー
ルしたいと思います。

生徒会選挙運動が始まりました！ 
　～教室の窓から⑤～　 
　１２月高等部生徒会選挙が公示され会長に４
名、副会長に２名の生徒が立候補しました。高
等部では、次年度の高３から会長、高２から副
会長が選出されます。選挙運動が始まった１月、
毎朝玄関ではそれぞれの候補者が投票を呼びか
ける熱い戦いが繰り広げられています。今年度
も、文京区選挙管理委員会と民間団体の協力に
よる模擬選挙を行います。立会演説会及び投開
票は２月６日（木）です。当日は、日本教育新
聞社の記者が取材があり、知的障害者のための
主権者教育について、本校の取り組みを紹介い
たします。

　高等部では、文京区選挙管理委員会による出
前授業を行っています。１２月に実施した授業
では、政治に参
加することの意
味や、１８歳か
らの選挙権、実
物を使った投票
の仕方から合理
的配慮の提供な
どについて学習
しました。


